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日常臨床で行われる歯周組織再生治療 
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科歯周病学分野教授	 

和泉	 雄一 
	 

歯周治療の究極の目標は、炎症によって破壊された歯周組織を健康な元の状態に回復させ

ることである。プラーク除去を中心とした原因除去治療では、疾患の進行を止めることは出

来るが、破壊された歯周組織を完全に復元することは不可能である。しかし、近年の再生・

修復治療の進歩により、その目標に近づきつつあるといっても過言ではない。	 

Melcher の仮説（1976）をもとにヒトで初めて新付着を獲得することに成功した組織再生

誘導(Guided	 Tissue	 Regeneration	 -	 GTR)法、古くから行われている自家骨や他家骨，人工

骨等の骨移植、さらに、歯の発生過程でみられるセメント質の誘導を基礎にした EmdogainTM	 

Gelが臨床応用され、良好な臨床成績を収めている。	 

また，露出歯根面の被覆や歯肉歯槽粘膜に対する治療法が歯周形成外科手術として注目さ

れている．インプラント治療が広く行われるようになり，より良いインプラント治療の達成

のため付着歯肉の獲得，GTR法の概念を応用したGuided	 Bone	 Regeneration	 –	 GBR法に関す

る手術の需要も高まっている．	 

こうした治療法は、いずれも歯周外科治療の一連のステップが基本となっている。すなわ

ち歯周外科手技をマスターすれば他の手術も容易に行えると言っても過言ではない。	 

今回、上記を踏まえ、再生治療の理論と技術を解説する予定である。	 

 

 

 

 

日時 ：   5 月 29 日 (金) 午後7 時30 分〜午後9 時 

    会場 ： 上野ヨシダ 

    会費 ： 非会員の歯科医師 ¥ ５，０００− 大学院生・研修医 ¥ ３，０００−（身分証を提示） 

    歯科技工士・歯科衛生士 ¥ ３，０００− 
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＊ お 願 い ＊ 

 会場設営および資料配付のため、事前に出欠の確認をいたしておりますのでご理解ご協力の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

 お手数ですが、出欠をご記入後、下記までご送信ください。 

 

C.D.R.I 世話人代表 佐古 新 

 

 

ご氏名：                           （ Dr ・ DH ・ Teq ）  該当に○をつけてください 

 

ご勤務先名：                          

Tel：                             Fax：                        

 

 

＊２０１５年  ５月の講演会   出席 ・ 欠席  該当に○をつけてください。 

          

ご同行される出席者のご氏名  （ ）内該当に○をつけてください。 

 

    ①                     （ 会員 ・ 非会員）（ Dr ・ DH ・ Teq ・ その他）   

 

    ②                     （ 会員 ・ 非会員）（ Dr ・ DH ・ Teq ・ その他）   

 

    ③                     （ 会員 ・ 非会員）（ Dr ・ DH ・ Teq ・ その他）   

 

    ④                     （ 会員 ・ 非会員）（ Dr ・ DH ・ Teq ・ その他）   

 

    ⑤                     （ 会員 ・ 非会員）（ Dr ・ DH ・ Teq ・ その他）   

 

FAX 送信先 ： ０３－３９８２－４７９２ 

 

  5 月 28 日(木)までに上記へ必ずご送信ください 

尚、初めて聴講される方を除き、御出席の連絡がなく来場された方には 

当日資料の配付はいたしませんので、あらかじめご了承ください。 


